
　
山
形
県
村
山
・
庄
内
地
方
に
広
が
る

羽
黒
山
、
月
山
、
湯
殿
山
は
、
出
羽
三

山
と
総
称
さ
れ
る
。
こ
の
出
羽
三
山
は
、

近
畿
の
大
峰
山
、
九
州
の
英ひ

彦こ

山さ
ん

と
並

ぶ
修
験
の
三
大
霊
場
の
一
つ
と
し
て
、

古
く
か
ら
人
々
の
信
仰
を
集
め
て
き
た
。

　
明
治
の
神
仏
分
離
以
前
は
、
羽
黒
山

大
権
現
、
月
山
大
権
現
、
湯
殿
山
大
権

現
が
祀
ら
れ
、
本
地
垂
迹
説
に
基
づ
き

そ
れ
ぞ
れ
の
本
地
仏
は
、
羽
黒
山
が
観

音
菩
薩
、
月
山
が
阿
弥
陀
如
来
、
湯
殿

山
が
大
日
如
来
と
さ
れ
た
。
明
治
以
降

こ
れ
ら
は
神
道
化
さ
れ
、
現
在
三
山
の

頂
上
に
は
、
出い

羽で
は

神
社
、
月
山
神
社
、

湯
殿
山
神
社
が
あ
る
。

　
三
山
の
う
ち
、
標
高
が
４
１
４
m
で

最
も
低
い
羽
黒
山
の
山
頂
に
あ
る
出
羽

神
社
に
は
、
三
山
の
神
を
合
祀
し
た
三

神
合
祭
殿
が
設
け
ら
れ
、
冬
期
は
雪
に

閉
ざ
さ
れ
て
登
拝
で
き
な
い
月
山
と
湯

殿
山
の
神
々
も
あ
わ
せ
て
詣
で
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
月
山
、
湯
殿
山
は
江
戸
時
代

ま
で
は
女
人
禁
制
だ
っ
た
が
、
羽
黒
山

は
女
人
の
参
詣
も
許
さ
れ
て
い
た
た
め
、

三
山
へ
の
祈
願
は
羽
黒
山
で
行
わ
れ
て

い
た
。

　
羽
黒
山
は
、
三
山
の
中
で
は
最
も
日

羽
黒
修
験
の
聖
地

出
羽
三
山

大正大学地域構想研究所教授。
東京大学大学院農学生命科学研究科

博士課程単位取得退学。三菱総合研究所を経て、
2009年よりIUCN（国際自然保護連合）の
日本オフィスにおいて生物多様性に関する

国内外の政策展開に従事する。

Naoya Furuta 
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『ミシュラン・グリーンガイド』で三つ星を獲得した羽黒山の杉並木。

第

26

回

修
験
の
聖
地
で
あ
る
羽
黒
山
山
頂
の
池
と
杉
の
巨
木
群
、

死
者
の
霊
が
集
ま
る
と
い
う
月
山
の
山
上
他
界
、

巨
石
か
ら
湯
が
湧
き
出
る
三
山
総
奥
の
院
湯
殿
山
…
…
。

出
羽
三
山
は
、生
ま
れ
か
わ
り
と
い
う
物
語
を
今
も
語
り
継
い
で
い
る
。

撮
影
●
古
田
尚
也

古
田
尚
也
I
U
C
N
日
本
リ
エ
ゾ
ン
オ
フィ
ス
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

日
本
遺
産
と
な
っ
た
東
北
の
山
岳
信
仰
の
聖
地

 自
然
と
信
仰
が
息
づ
く

生
ま
れ
か
わ
り
の
山

 

出
羽
三
山
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五
重
塔
を
過
ぎ
る
と
、
一
の
坂
、
二

の
坂
、
三
の
坂
と
急
な
登
り
が
山
頂
に

向
か
っ
て
続
く
。
そ
し
て
、
随
神
門
か

ら
１
時
間
ほ
ど
で
、
羽
黒
山
山
頂
入
口

を
示
す
鳥
居
に
た
ど
り
着
く
。

　
近
く
に
は
、
能
除
太
子
が
座
っ
た
と

さ
れ
る
岩
が
あ
り
、
鳥
居
近
く
に
建
つ

羽
黒
山
斎
館
は
、
か
つ
て
山
中
に
30
以

上
あ
っ
た
と
い
う
寺
院
の
う
ち
、
明
治

の
神
仏
分
離
後
に
残
っ
た
唯
一
の
建
物

で
あ
る
。
現
在
は
、
参
拝
者
の
宿
泊
場

所
と
し
て
、
ま
た
、
精
進
料
理
の
食
事

処
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
る
。

　
羽
黒
山
で
古
く
か
ら
信
仰
を
集
め
て

き
た
の
は
、
三
神
合
祭
殿
前
に
あ
る

御み
た
ら
し

手
洗
池
で
あ
る
。
森
に
包
ま
れ
た
山

頂
に
突
然
現
れ
る
そ
の
荘
厳
で
神
秘
的

な
姿
を
目
に
す
れ
ば
、
こ
の
池
が
古
く

か
ら
信
仰
の
対
象
と
な
っ
て
き
た
こ
と

を
納
得
で
き
る
だ
ろ
う
。
な
お
、
鏡
池

と
も
呼
ば
れ
る
こ
の
池
か
ら
は
、
平
安

時
代
後
期
か
ら
鎌
倉
時
代
に
か
け
て
の

も
の
を
含
む
古
鏡
が
多
数
出
土
し
て
い

る
と
い
う
。

　
御
手
洗
池
の
前
に
建
つ
国
の
重
要
文

化
財
に
も
指
定
さ
れ
た
三
神
合
祭
殿
は
、

高
さ
が
約
30
ｍ
に
も
達
す
る
巨
大
な
建

築
物
で
、
そ
の
厚
さ
２
m
以
上
の
茅
葺

屋
根
と
あ
い
ま
っ
て
圧
倒
的
な
存
在
感

を
放
っ
て
い
る
。

　
能
除
太
子
が
行
っ
た
修
行
を
た
ど
り
、

山
中
で
行
わ
れ
る
修
行
は
峰み

ね

入い

り
と
呼

ば
れ
、
羽
黒
修
験
道
の
根
幹
を
成
し
て

い
る
。
以
前
は
春
夏
秋
冬
の
四
季
そ
れ

ぞ
れ
に
峰
入
り
が
あ
っ
た
が
、
春
の
峰

入
り
は
現
在
行
わ
れ
て
い
な
い
。

　
こ
の
中
で
も
秋
の
峰
入
り
は
、
山
伏

養
成
を
目
的
と
し
た
も
の
で
約
１
週
間

の
山
籠
り
を
中
心
と
し
た
修
行
が
行
わ

れ
る
。
秋
の
峰
入
り
で
は
地
獄
・
餓
鬼
・

畜
生
・
修
羅
・
人
間
・
天
・
声
聞
・
縁

覚
・
菩
薩
・
如
来
と
い
う
十
界
を
修
行

者
が
通
り
抜
け
る
こ
と
で
擬
死
再
生
、

す
な
わ
ち
生
ま
れ
変
わ
り
を
果
た
し
、

即
身
成
仏
の
山
伏
と
な
る
こ
と
が
目
指

さ
れ
て
い
る
。

　
出
羽
三
山
の
中
で
標
高
が
最
も
高
い

月
山
（
標
高
１
９
８
４
ｍ
）
は
、
古
く

か
ら
そ
の
山
頂
に
死
者
の
霊
が
集
ま
る

山
と
さ
れ
て
き
た
。
実
際
、
月
山
の
本

地
仏
は
阿
弥
陀
如
来
で
あ
り
、
月
山
は

極
楽
浄
土
と
観
念
さ
れ
、
山
中
に
は
8

合
目
の
弥
陀
ヶ
原
、
9
合
目
の
仏ぶ

す生
池
、

山
頂
近
く
に
は
賽
の
河
原
な
ど
の
地
名

が
残
る
。
こ
の
う
ち
、
標
高
１
４
０
０

m
付
近
の
弥
陀
ヶ
原
に
は
湿
地
が
連
な

山
中
の
池

－御
手
洗
池
と

峰
入
り

死
者
の
霊
が
集
ま
る
山

極
楽
浄
土
と
し
て
の
月
山

4 霧に包まれる出羽神社。5 御手
洗池越しに見える三神合祭殿は、
高さが約30mにも達する巨大な
建築物で、厚さ2m以上の茅葺屋
根を持つ。6 羽黒山のご神体であ
る御手洗池の神秘的な姿。鏡池と
も呼ばれ、池の中からは古鏡が多
数出土している。

4
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本
海
に
も
近
く
、
三
山
の
入
口
と
し
て

出
羽
三
山
信
仰
の
中
心
的
な
場
で
あ
っ

た
。
三
山
を
修
行
道
場
と
す
る
実
践
が
、

羽
黒
修
験
の
名
で
呼
ば
れ
て
き
た
の
は

そ
の
た
め
だ
と
も
言
わ
れ
る
。
実
際
、

羽
黒
山
の
門
前
町
に
は
、
た
く
さ
ん
の

宿
坊
が
軒
を
連
ね
、
現
在
で
も
数
多
く

の
参
拝
者
を
受
け
入
れ
る
と
と
も
に
、

登
拝
の
先
達
や
精
進
料
理
の
伝
統
が
継

承
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
羽
黒
山
は
、
そ
の
異
形
の
姿
が

印
象
的
な
「
能の

う

除じ
ょ

太
子
」
が
三
本
足
の

烏
に
導
か
れ
開
山
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ

て
い
る
。
こ
の
能
除
太
子
は
、
崇す

峻
し
ゅ
ん

天
皇
の
子
、
蜂は

ち
こ
の
お
う
じ

子
皇
子
だ
と
さ
れ
、
役

え
ん
の

行ぎ
ょ
う

者じ
ゃ

に
先
立
つ
欽
明
年
間
（
六
世
紀

中
頃
）
に
羽
黒
山
、
月
山
、
湯
殿
山
の

三
山
を
開
山
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
。

　
能
除
太
子
は
、
異
母
兄
弟
に
当
た
る

聖
徳
太
子
の
も
と
で
仏
法
を
修
行
し
、

般
若
心
経
を
専
ら
唱
え
、
そ
の
経
文
中

の
「
能
除
一
切
苦
」
と
い
う
言
葉
の
よ

う
に
、
病
気
を
治
す
な
ど
人
々
の
あ
ら

ゆ
る
苦
を
除
く
力
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
か

ら
、
こ
の
よ
う
に
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
と
さ
れ
る
。

　
羽
黒
山
の
入
口
と
な
る
随ず

い

神じ
ん

門
を
く

ぐ
る
と
、
目
の
前
に
羽
黒
山
の
シ
ン
ボ

ル
で
あ
る
杉
並
木
が
目
に
飛
び
込
ん
で

く
る
。
杉
並
木
は
、
こ
こ
か
ら
２
４
６ 

６
段
、
約
１
・
７
㎞
の
石
段
が
羽
黒
山

山
頂
ま
で
続
い
て
い
る
。

　
参
道
の
両
脇
に
は
、
樹
齢
３
０
０
年

か
ら
５
０
０
年
を
超
え
る
杉
の
巨
木
が

５
８
０
数
株
も
立
ち
並
ぶ
。
国
の
天
然

記
念
物
に
も
指
定
さ
れ
て
い
る
こ
の
壮

大
な
杉
並
木
は
、
慶
長
か
ら
寛
永
（
１ 

５
９
６
〜
１
６
４
４
）
に
か
け
て
植
林

さ
れ
た
も
の
で
、『
ミ
シ
ュ
ラ
ン
・
グ
リ

ー
ン
ガ
イ
ド
』で
は
三
つ
星
に
認
定
さ
れ

た
。

　
随
神
門
か
ら
石
段
を
下
が
っ
て
い
く

と
、
祓

は
ら
い

川が
わ

に
か
か
る
赤
い
橋
「
新し

ん

橋き
ょ
う」

が
見
え
て
く
る
。
新
橋
を
わ
た
り
さ
ら

に
少
し
歩
く
と
左
手
に
、
羽
黒
山
で
も

っ
と
も
樹
齢
が
古
い
と
い
わ
れ
る
爺じ

じ

杉す
ぎ

に
た
ど
り
着
く
。
爺
杉
の
樹
齢
は
千
年

以
上
と
言
わ
れ
、
国
の
天
然
記
念
物
に

も
指
定
さ
れ
て
い
る
。
参
道
を
さ
ら
に

進
ん
で
い
く
と
、
杉
並
木
の
中
に
五
重

塔
が
現
れ
て
く
る
。

　
こ
れ
が
、
国
宝
の
羽
黒
山
五
重
塔
で

あ
る
。
高
さ
約
30
ｍ
の
こ
の
五
重
塔
は
、

平
将
門
に
よ
っ
て
創
建
さ
れ
た
と
伝
え

ら
れ
て
い
る
。
現
在
の
塔
は
南
北
朝
時

代
に
再
建
さ
れ
た
も
の
で
、
う
っ
そ
う

と
し
た
杉
の
巨
木
の
中
に
立
つ
杮

こ
け
ら

葺ぶ
き

で

素し
ら

木き

づ
く
り
の
均
整
の
取
れ
た
美
し
い

姿
が
印
象
的
だ
。

ミ
シ
ュ
ラ
ン
の
三
つ
星
に

認
定
さ
れ
た
杉
並
木

1 平将門によって創建されたと伝
えられる国宝五重塔。2 出羽三山
を開山した能除太子が座ったとさ
れる岩。3 現在登拝者の宿泊所や
食事処となっている羽黒山斎館は、
かつて山中に30以上あった寺院
の中で唯一残った建物。

1

3 2
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日
本
遺
産
と
は
、
地
域
の
歴
史
的
魅
力

や
特
色
を
通
じ
て
わ
が
国
の
文
化
・
伝

統
を
語
る
ス
ト
ー
リ
ー
を
文
化
庁
が
認

定
す
る
と
い
う
制
度
で
あ
る
。
文
化
財

や
世
界
遺
産
の
制
度
と
は
異
な
り
保
護

を
担
保
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
の
で

は
な
く
、
魅
力
あ
ふ
れ
る
有
形
や
無
形

の
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
財
群
を
整
備
活
用

し
、
国
内
外
に
戦
略
的
に
発
信
す
る
こ

と
で
地
域
創
生
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
目

的
と
さ
れ
て
い
る
。

　出
羽
三
山
の
ス
ト
ー
リ
ー
の
タ
イ
ト

ル
は
自
然
と
信
仰
が
息
づ
く
﹁
生
ま
れ

か
わ
り
の
旅
﹂。
出
羽
三
山
を
め
ぐ
る

こ
と
が
江
戸
時
代
に
庶
民
の
間
で
﹁
生

ま
れ
か
わ
り
の
旅
﹂
と
し
て
広
が
り
、

日
本
古
来
の
山
の
自
然
と
信
仰
の
結
び

つ
き
を
今
に
伝
え
て
い
る
こ
と
が
テ
ー

マ
と
な
っ
て
い
る
。

　羽
黒
修
験
の
拠
点
で
あ
る
羽
黒
山
山

頂
の
池
と
杉
の
巨
木
群
、
死
者
の
霊
が

集
ま
る
と
い
う
月
山
の
山
上
他
界
、
巨

石
か
ら
湯
が
湧
き
出
る
三
山
の
総
奥
の

院
湯
殿
山
。
確
か
に
、
出
羽
三
山
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
山
が
異
な
る
強
烈
な
個
性

を
放
ち
な
が
ら
、
生
ま
れ
か
わ
り
と
い

う
物
語
を
今
も
語
り
継
ぎ
、
そ
の
実
践

を
継
承
し
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

謝
辞
●
本
稿
は
、平
成
29
年
度
大
正
大
学
学
術
助

成
金
の
支
援
を
受
け
て
い
ま
す
。

5

4 湯殿山から月山に向かう険しい
山道を登る参拝者。5 湯殿山周辺
には、大小の滝などの行場が点在
する。6 湯殿山神社の大鳥居。

6 4

月山の山中では、修験者や登拝者の姿もしばしば見られる。

67

る
無
か
れ
」「
聞
く
無
か
れ
」
と
戒
め

ら
れ
た
霊
場
で
あ
っ
た
。
そ
の
信
仰
の

対
象
は
沢
筋
に
あ
る
、
湯
気
を
立
て
な

が
ら
温
泉
を
噴
出
す
る
不
気
味
な
姿
を

し
た
赤
茶
け
た
巨
石
で
あ
る
。
羽
黒
山

か
ら
、
月
山
を
経
て
、
湯
殿
山
で
こ
の

ご
神
体
に
対
面
し
た
参
拝
者
の
驚
き
は

い
か
ば
か
り
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
か
。
自

然
の
不
思
議
に
対
す
る
畏
怖
の
念
が
湧

き
起
こ
る
こ
と
を
禁
じ
え
な
か
っ
た
で

あ
ろ
う
。

　
参
拝
者
は
、
神
社
境
内
で
裸
足
と
な

り
こ
の
ご
神
体
で
あ
る
巨
石
を
よ
じ
登

り
、
手
と
足
の
裏
か
ら
湧
き
出
る
湯
の

熱
と
自
然
が
つ
く
り
出
し
た
不
思
議
な

力
を
体
感
す
る
。

　
湯
殿
山
は
ま
た
、
土
中
入
定
の
即
身

仏
で
も
知
ら
れ
て
い
る
。
即
身
仏
と
は

衆
生
救
済
の
た
め
に
入
定
を
遂
げ
、
死

後
も
ミ
イ
ラ
と
な
っ
て
崇
拝
対
象
と
な

っ
た
者
の
こ
と
を
い
う
。
こ
の
た
め
に
、

周
辺
に
点
在
す
る
大
小
の
滝
な
ど
の
行

場
で
は
、
蠟
燭
が
燃
え
尽
き
る
ま
で
水

垢
離
を
と
る
千
日
行
や
五
穀
断
ち
、
十

穀
断
ち
を
す
る
木も

く

食じ
き

行ぎ
ょ
うな
ど
が
行
わ
れ

た
と
い
う
。

　
２
０
１
６
年
（
平
成
28
）
に
、
出
羽

三
山
は
「
日
本
遺
産
」
に
認
定
さ
れ
た
。

り
、
夏
季
は
ニ
ッ
コ
ウ
キ
ス
ゲ
や
ミ
ズ

バ
シ
ョ
ウ
、
チ
ン
グ
ル
マ
な
ど
高
山
植

物
の
宝
庫
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
自
然
を
保
全
す
る
た
め
に
、

こ
の
一
体
は
磐
梯
朝
日
国
立
公
園
の
特

別
保
護
地
区
に
も
指
定
さ
れ
て
い
る
。

　
山
上
の
湿
地
帯
に
咲
き
誇
る
花
々
、

行
者
返
し
と
呼
ば
れ
る
急
な
岩
山
、
空

に
突
き
出
た
山
頂
、
賽
の
河
原
と
観
念

さ
れ
る
ガ
レ
場
、
そ
し
て
月
山
で
よ
く

見
ら
れ
る
と
い
う
ブ
ロ
ッ
ケ
ン
現
象
な

ど
、
な
る
ほ
ど
こ
こ
が
古
く
か
ら
「
山

中
他
界
」
と
み
な
さ
れ
て
き
た
理
由
が

よ
く
わ
か
る
。

　
月
山
で
は
一
般
の
登
山
客
に
混
じ
っ

て
、
先
達
に
率
い
ら
れ
た
白
装
束
の
登

拝
者
グ
ル
ー
プ
や
ほ
ら
貝
を
鳴
ら
し
な

が
ら
歩
く
修
験
者
な
ど
が
数
多
く
見
ら

れ
、
羽
黒
修
験
の
伝
統
が
今
で
も
息
づ

い
て
い
る
こ
と
が
体
感
で
き
る
。

　
現
在
、
月
山
山
頂
の
月
山
神
社
に
は
、

死
者
の
世
界
を
司
る
月

つ
く
よ
み
の
み
こ
と

読
命
が
祀
ら
れ

て
い
る
。
参
拝
者
の
魂
は
こ
こ
で
浄
化

さ
れ
、
生
ま
れ
か
わ
り
に
向
け
て
再
び

歩
み
出
す
こ
と
に
な
る
。

　
出
羽
三
山
の
三
つ
目
の
山
で
あ
る
湯

殿
山
（
標
高
１
５
０
０
m
）
は
、
古
く

か
ら
三
山
の
総
奥
の
院
と
さ
れ
、「
語

1 月山9合目にある仏生池。2 仏
生池で勤行する参拝者たち。月山
には死者の霊が集まるとされてい
る。3 月山8合目の弥陀ヶ原には
湿地が連なり、夏季はニッコウキ
スゲやミズバショウ、チングルマ
など高山植物の宝庫としても知ら
れている。

1

23

三
山
の
総
奥
の
院

湯
殿
山

日
本
遺
産
と
な
っ
た

出
羽
三
山
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